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公共施設木造化への第一歩！ ～ 公共建築物木材利用促進法 ～ 
平成 22年（2010年）10月 1日、「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」（以
下、公共建築物木材利用促進法という）が施行されました。この法律では、国や地方公共団体が、

率先して公共建築物における木材利用に努めなければならないことが規定されています。 
 国は、公共建築物等における木材の利用の促進に関する「基本方針」を策定し、県・市町は、そ

の「基本方針」に即して、独自の方針を定めます。また、公共建築物以外についても、住宅の木材

利用やガードレール、公園の柵等の公共施設での木材利用、木質バイオマス利用について、努力義

務が規定されています。 
 具体的な取り組みとしては、既に大方の都道府県で都道府県方針が作成済みです。その中身は、

公共施設の木材利用量、新設木造住宅着工数、木造率等を数値目標として明記している例がありま

す。また、国土交通省では、平成 23年 5月に「木造計画・設計基準」が策定され、木造における
技術的事項や標準的な手法が提示されました。 
 「木の学校」づくりの取り組みも始まっており、林野庁と文部科学省の連携による普及、講習会

等の開催や取組事例「こうやってつくる木の学校～木材利用の進め方のポイント、工夫事例～」が

とりまとめられました。学校木造化のための文教施設フォーラムは、全国各地を回りながら開催さ

れ、学校施設への木材利用を普及しています。 
 今後、３階建ての木造校舎や延べ面積 3,000m2を超える建築物に関して、木材の耐火性等の研究
データを踏まえて、建築基準法の見直しを行うこととされており、公共建築物の木造化が促進され

ると考えられます。 
「持ち送り重ね梁」の組み上げ状況   平成 23年 2月には、滋賀県高島市において、高島市立朽木

東小学校・朽木中学校体育館が、地元の朽木産のスギで完成

しました。この体育館は「持ち送り重ね梁」という山口県岩

国市の錦帯橋の

高度技術を応用

しているという

ことです。この取

組は、地元林産物

の活用のみにと

どまらず、地域の活性化や意識の高揚に大きな成果が

期待できます。 
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～林業技術情報～  長伐期林へ移行のめやすは？           比叡山の長伐期林 

長きにわたる材価低迷、労働力不足の打開策として、長伐期施業と

いうことが叫ばれるようになりました。ＣＯＰ10以降は、公益的機能

の高度発揮やＣＯ2吸収固定などから一層注目されている状況です。

さらに、昨年度には「公共建築物木材利用促進法」が施行され、通常

住宅の３．５～４寸角の材ばかりでなく、５寸角以上の材の生産も必

要とされると考えられます。 

 そこで、全ての森林が長伐期林へと移行できるか、と言えばそうで

はありません。痩せ地であるとか、既に成長遅れの林分は、長伐期林

への移行が適切ではないと考えられます。長伐期林への移行が可能とされる林分についての特徴

を拾い挙げてみると次のようなことが分かります。 

    １．痩せ地でなく、地位の高い林分 

２．手入れ不足で過密な林分ではない林分 

             ３．形状比が低く、樹冠長率が３０％以上の林分 

                 （樹冠長率とは、樹高に対する樹冠の長さの比率。左図。） 

             ４．樹冠長率を維持できる密度管理が継続できる林分 

  以上を踏まえると、県内の全ての箇所で長伐期林が可能と言うわけではありません。地質、

土壌条件や現在の管理状況、さらに今後の管理の仕方によって長伐期林に移行ができると考えら

れます。 

境界明確化の緊急性！ ～各林家ごとに林地境界の継承を・・・～ 

森林所有者の高齢化や若者の都市進出によって、年々、山への関心が薄れてきています。そのよ

うな状況の中で、林地境界がますます不明確になっていくことが危惧されます。森林施業の前提で

ある林地境界が不明確であれば、集約化施業の推進の支障をきたします。また、今後、境界に精通

されている方の高齢化を考えると、その明確化は緊急の課題となっています。 

そのような中、本県でも今年度から琵琶湖森林づくり県民税による「放置林防止対策境界明確化

事業」が始まりました。実施主体は基本的に市町となりますが、本事業の積極的な活用をお願いい

たします。また、是非、森林所有者の皆さんの各家庭でも、自らの所有林の林地境界を後継者に引

き継ぐように、御協力いただきますようお願いいたします。 

 

お し ら せ 

葛川少年自然の家「わくわくホリデー」 

平成２３年１０月２３日（日）9:30～15:00＜大津市立葛川少年自然の家（大津市葛川坊村町）＞ 

 観察会や木工クラフトなど森林に親しめる様々な体験活動を実施。 

大津・湖南地域生産森林組合意見交換会！ 

平成２３年１０月２４日（月）13:30～16:30＜大津合同庁舎 ５Ｃ会議室＞ 

活動が活発な生産森林組合、また新たな取り組みを模索中の生産森林組合など、お

互いの意見交換の場を持ちたいと思います。各生森の方、是非、ご参加ください。 

毎年１０月は、森づくり月間！！ 
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